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Ａ．研究目的 

 

ICD（疾病及び関連保健問題の国際統計

分類）の変更や部分的な修正などによる分

類方法の変更によって、分類変更の前後で

特定の分類項目に関して見かけ上の統計数

値の増減（不連続）が生ずる。このことは、

我が国において関連する統計データの相互

の整合性、国際比較可能性、正確性などの

低下の原因となる。厚生労働統計の有用性

を高めるためには、このような分類変更に

伴う影響を合理的な方法で評価し、将来推

計やデータ比較の際に適切な補正を行う必

要がある。 

分類変更の影響に関する研究は、欧米を

中心に多数の研究例があり、これらは主に

2 種類に分けられる。第 1 は、変更前の一

定期間にわたって同一のケースを変更前後

2 種類の分類方法でコーディングする方法

（ダブルコーディング）であり、第 2 は、

類似のケースを変更前後それぞれの分類で

コーディングする方法である。前者は直接

的に変更前後の分類の関係を知ることがで

きる。後者は、クロス表を作成することに
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よって間接的に変更前後の分類の関係を知

ることができる。しかし、これらの方法は、

コストや労力がかかること、特定の国にの

み応用できること、大きな変更時の 1、2 年

程度の間に有効な方法であることなどの欠

点がある。これに対して、長期間にわたる

時系列データを利用した定量的方法もいく

つか提示されているものの、モデルは統一

的ではなく、特定の死因に限られるなど、

汎用性という点では十分ではない。 

本研究では、分類変更の厚生労働統計へ

の影響を定量的に把握することを目的とし

て、分類変更前後の変化を時系列的かつ統

計学的に推定するためのモデル及び方法論

を検討・提案し、この方法に基づき、分類

変更が人口動態統計や患者調査などへ与え

る影響を定量的に評価する。本研究は、主

にモデル構築とその妥当性の検証、および

モデルによる変更の影響評価からなる。2

年計画の初年度（平成 27 年度）には、主に

モデルの構築及びその適用可能性の検討を

行う。平成 28 年度にはモデルの妥当性の

検証を行った上で、分類変更が実際に患者

調査や人口動態統計へ与える影響の定量的

評価を行う。 

 

Ｂ．研究方法 

 

本研究では、統計学的な理論に基づきモ

デルの構築を試みる。本研究におけるモデ

ルの基本的考え方は以下のとおりである。 

ある時点で分類基準を A から B に変更

したと仮定し、分類 A に基づく結果を X、

分類 B に基づく結果を Y’とする。分類基

準変更前に分類 B を用いたと仮定した場合

の結果を Y、一方、分類基準変更後も分類

A を用いたと仮定した場合の結果を X’と

おく。Y’と X の差が分類変更前後の結果

の見かけ上の差であるが、この差には時間

経過後の X と X’の差が含まれるので、真

の分類変更による結果の影響は以下のよう

にモデル化できる。 

（真の分類変更の影響） 

=（Y’－X）－（X’－X）=（Y’－X’）  

本研究では、分類変更前の変化を時系列

的に見ることにより X から X’を統計学的

に推定し、分類変更時の各分類コードの対

応に関する情報を利用して X’と Y’の関

係を求めることにより真の分類変更の影響

を定量的に把握する方法を提示する。 

全体の研究としては、平成 27 年度には、

統計的モデルの構築を行い、分類変更時の

不連続の検出、モデルの適用性評価などを

行う。平成 28 年度には、さらにモデルの一

般化およびシミュレーション等による妥当

性を評価したうえで、分類変更が患者調査

などに与える影響を定量的に評価する。 

平成 27 年度における具体的な研究方法

は以下の通りである。 

1）統計的モデルの構築 

モデル化にあたっては、いくつかの基本

的パターンを考慮して、想定される変数間

の関係性を組み込んだ単純モデルを仮定す

る。この際、統計的なバラツキを考慮しつ

つ、分類変更がない場合のこれらの時間的

変動をモデル化する。 

2）モデルの適用性の検証（シミュレーショ

ン） 

統計学的にある程度のバラツキと傾向性

を持つ仮想データを生成し、基本的な分類

変更パターンについて、上記モデルの適用

可能性を検証する。この際、時間的な変動

についてはいくつかの時系列モデルの適用

を試みる。 

3）実際のデータへの適用 

モデルの実際のデータへの適用の際の課

題を検討するため、予備的検討として、入

手可能なデータを用いて、分類変更の前後

数年間の時系列データに上記モデルの適用

を行い、実際の分類変更の影響について統

計学的評価を行う。 
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4）患者調査や人口動態統計への影響 

平成 28 年度には、方法論をさらに一般化

するために、より複雑なパターンについて

シミュレーションを行い、モデルの妥当性

を評価する。また、本研究で提示したモデ

ルを用いて、患者調査や人口動態統計デー

タ等における分類変更の影響を定量的に評

価・予測する。 

 
（倫理面への配慮） 

本研究では個人情報は取り扱わない。た

だし、患者調査、人口動態統計などの調査

情報の目的外利用に関しては、該当する担

当部署に必要な申請を行い、承認を得る。 

 

Ｃ．研究結果 

 

平成 27 年度には、統計的モデルの構築を

行い、分類変更時の不連続の検出、モデル

の適用性評価などを行った。主な結果は以

下の通りである。 

1）モデルの構築 

基本的な分類変更のパターン（1 つの分

類コードが複数の分類コードに分かれる場

合、複数の分類コードが 1 つの分類コード

にまとめられる場合、1 つの分類コードの

一部が別の分類コードに移動する場合など）

を想定し、必要なパラメータ（時間的変動、

変更パターンに応じた分類変更の影響、誤

差など）を組み込んだモデルを構築した。 

2）シミュレーションデータによるモデルの

適用性の検証 

統計学的にある程度のバラツキと傾向性

を持つ仮想データを生成し、上記モデルの

適用可能性を検証した。この際、時間的な

変動についてはいくつかの時系列モデルの

適用を試みた。その結果、基本的な分類変

更パターンについては、十分に適用可能で

あることを確認した。 

3）実際のデータへの適用 

2003 年に分類変更が行われた難治性疾

患の例について、2001 年から 2008 年の集

計データを用いて上記モデルの適用を行っ

た。この際、2003 年以前のデータに基づき

2004 年以降の予測を行い、実際のデータと

比較することによって予測精度を確認した。

その結果、分類変更パターンによっては大

きな誤差を生じる場合があることがわかっ

た。 

 

平成 28 年度には、本研究で示した方法の

実際の厚生統計への適用を目的として、以

下の研究を行った。 

4）患者調査および人口動態統計への適用 

「疾病、傷害及び死因の統計分類（ICD-

10（2003 年版）準拠）」は、統計法（平成

19 年法律第 53 号）の規定に基づき、統計

基準として、ICD－10（2013 年版）に準拠

する改正が行われた。改正された ICD-10

は、平成 28 年 1 月 1 日から施行し、同日

以後に作成する公的統計の表示に適用され

ることとなっている。これに伴い、平成 29

年患者調査及び人口動態調査は改正後の

ICD-10（2013 年版）で表示することとな

るが、その際に統計データについてどのよ

うな影響が生じるかを、平成 26 年患者調

査および人口動態調査の情報を用いてこの

改正（分類変更）の影響を評価した。患者

調査については全コード、人口動態調査に

ついては、変更の影響が大きいと思われる

ICD-10 コード；C80（部位の明示されない

悪性新生物）～C97（独立した(原発性)多部

位の悪性新生物）に関して、それぞれ変更

パターンを可視化し、定量的な評価（平成

29 年度の予測）を行った。その結果、コー

ドによっては統計データが大きく影響を受

けることが分かった。 

 

Ｄ．考察 

 

平成 27 年度では、主にモデル構築とその

適用性の検証を行った。モデル構築の最初
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の段階としては現実の状況を記号的に明示

化することが重要であり、本研究で提示し

たモデルは基本的な分類変更パターンにつ

いては十分対応可能であると思われる。 

本研究の特色は、分類変更の影響を定量

的に評価するための一般的モデル（および

方法論）を提示する点にある。本研究で提

示したモデル（または方法）は患者調査や

人口動態統計等における分類変更の影響を

定量的に評価する際には非常に有用である

ことが分かった。 

さらに、分類変更の際には、コーディン

グのエラーに起因するデータの変動もあり、

実際のデータへモデルを適用することによ

りそれらの変動要因を統計学的に考察する

際の根拠にもなりうる。 

 

Ｅ．結論 

 

平成 27 年度では分類変更の基本的パタ

ーンに基づき、その影響を評価するための

モデル構築を行った。さらにシミュレーシ

ョンや実データの解析を通じてモデルの適

用可能性を検討した。平成 28 年度には、本

モデルを患者調査および人口動態統計デー

タに適用した結果、分類変更後の予測や統

計的評価において有用であることを示した。 

 

Ｆ．健康危険情報 
 

なし。 

 

G．研究発表 
 

なし。 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 
 

なし。 
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